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減圧 症につ い て

早稲 田大学人間科学部

　　教 授 宮 崎 正 己

　人 が水 の な か に潜 る と 、 お よそ 10 メー トル ご とに 1 気圧 の 圧力 を余分 に うけ る 。 この

よ うな潜水 や圧 気 シ
ー

ル ドな ど高 圧環 境 下 で の 作 業 を終 えて 常圧 環 境 に戻 る とき、減 圧 が

適 正 な時 間 よ り短 い と減圧症 に罹 患する 。 こ れは 、 高圧環 境下 で 組織に 溶解 した 窒素な ど

の 不活性 ガ ス 成分 が、環 境圧 の 急 激 な減 少 に よ っ て過 飽 和状態 とな り、 つ い に は遊離 して

気泡 を形成す る こ とに 起 因す る 。 これ らの 減圧 性気泡が血管 内に 生 じた揚合に は循環 障害

を起 こ し、血 管外 に生 じた 場 合に は 周 囲組織 を圧 迫す る こ とに よ り、 減圧 症が 引き起 こ さ

れ る と考 え られ て い る 。 減圧 症 の 症 状は 、 四 肢 の 関節痛 、 呼吸困難 あ るい は麻 痺 な どた よ

うで ある 。 した が っ て 減圧症 の 治療に は 、先ず体 内に 形成 した気泡 を消失 させ る こ とが重

要 とな る 。 再 圧療法 は 、再 び高圧 環境 に 戻す こ とに よ っ て 気泡の 縮小 や再 吸収 を 図 る減圧

症 の 基本 的な治療法 で あ る 。

　 とこ ろ で 、減圧 症に 対 して 再圧 療法が有効で ある こ とは周知の 事実で ある が 、 再圧 と減

圧 症 の 原 因 で あ る体内気泡形成 との 直接的な関係 に つ い て は 未 だ不 明な点 が少 なくない
。

た とえ ば 、 再 圧 時に 生体内 の 気 泡がい か に縮小 、 消失す る の か 、 ま た減圧 症症候に どの よ

うな機序 出影 響 を及 ぼす か に つ い て 、詳 細 は 明 らか に され て い ない 。

　 こ の 理 由 は 、 生体 内 に 存在す る気 泡を直接的に 、 しか も長時間に わ た っ て 観察する こ と

の 技術的困難 さと、減 圧性 気泡が 形成 し て も長 時 間生存 し得 る よ うな実験 動物 、 とくに小

動物 の 適 当な減圧 症 罹患 モ デル を作 る こ とが 困難 で あ っ た こ とが大 で あ る こ とに起 因す る 。

　ま た 、 水 深 30 メ
ー

トル を越 え る潜水 で は 、窒素分圧 の 上 昇に よ り、麻酔作用 が発現す る 。

そ して 、空気抵抗が 増大す る。 こ うした 空気の 欠 点 を補 うた めに 、 混 合ガス を多 く用 い ら

れ る 。

　今 回は 減圧 症 を解 明す る た めに、 い ま まで 行 っ て きた種 々 な角度 よ りラ ッ トを使用 した
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実験成果につ い て の 多少の 知 見を紹介す る 。

　本研 究 は 、埼玉 医科大学衛生学教室 野寺 誠先生 に多大なる協力の もとで行われ た 。
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